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衆
議
院
議
員
島
�
君
提
出
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
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基
づ
い
た
政
策
評
価
に
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す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

「
小
泉
改
革
宣
言

自
民
党
政
権
公
約
二
〇
〇
三
」
（
以
下
「
自
民
党
政
権
公
約
」
と
い
う
。
）
は
、
公
職
選
挙
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
四
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
又
は
書
籍
に
記
載
さ
れ
た
国
政
に
関
す
る
重

要
政
策
等
で
あ
り
、
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
又
は
書
籍
は
、
平
成
十
五
年
十
一
月
の
総
選
挙
の
際
に
自
由
民
主
党
本
部
に
お
い
て

発
行
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
当
該
総
選
挙
後
に
組
閣
さ
れ
た
第
二
次
小
泉
内
閣
と
し
て
ど
の
よ
う
な
政
策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
第
二
次
小
泉
内
閣
発
足
以
来
の
国
会
に
お
け
る
政
府
演
説
等
で
国
民
に
対
し
て
明
ら
か
に
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

二
に
つ
い
て

閣
議
に
お
い
て
は
、
各
大
臣
か
ら
自
民
党
政
権
公
約
自
体
の
実
行
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、
又
は
そ
の
結
果
に
つ

い
て
検
証
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
決
定
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、
内
閣
総
理
大
臣
が
そ
の
遂
行
に

関
し
、
適
宜
、
各
大
臣
か
ら
報
告
を
受
け
た
り
、
必
要
な
指
示
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。一



三
に
つ
い
て

各
府
省
が
編
集
す
る
白
書
類
に
お
い
て
は
、
自
民
党
政
権
公
約
自
体
に
つ
い
て
記
載
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
関

連
す
る
政
策
を
含
め
、
各
府
省
の
所
掌
に
係
る
政
策
の
実
施
状
況
を
各
府
省
に
お
い
て
適
宜
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

四
に
つ
い
て

行
政
機
関
が
行
う
政
策
の
評
価
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
六
号
）
に
基
づ
き
実
施
す
る
政
策
評
価
等
に

お
い
て
は
、
自
民
党
政
権
公
約
自
体
を
達
成
す
べ
き
目
標
と
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
関
連
す
る
政
策
を
含
め
、
各

府
省
の
所
掌
に
係
る
政
策
及
び
複
数
の
府
省
の
所
掌
に
関
係
す
る
政
策
に
関
し
て
、
各
府
省
が
適
宜
目
標
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、
各
府
省
又
は
総
務
省
が
そ
の
達
成
度
の
評
価
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


